
木材腐朽蘭の生化学

第 1 報 Bavendamm 氏反磨、と蔭限集積
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木材寓朽raが木村を惚朽する|際木材が相変ずるもりと内変ずるものとの 2HIJWiの型がある。

とれがいかなるJ'!I[山によるかは不明であるが拘立に相変するものは主としてセルローズが良さ

れリグニンが残るりであ 1) ，白変するもθは主としてリグユンが侵されセルロースが残るので

あるといわれている。とり木材時朽型と大休に於て一致するものとして Bavenc1amm 氏反応

がある。之は 1928 年 Bavenc1amm1) 氏が発去したもので没食子酸やタンニン限等を添加し

た寒天土庁芸基J二t乙木村腐朽菌を培養すると材のドI色朽を起す所謂リグニン分wnÏ;[ は/， IJ帯養基上

に褐色の隈化守?を形成し，褐色朽を起すセルロース分wnlîは之を形成しないというのである。

1938 年には Davic1son2) が約 210 砲の府朽)刊について培養試験を行い， Bavenc1amm 氏反

応が木材の時朽型と 111持一致するととを見ている。 μJlち同反応陰性v 80% が制色朽，陽性の

96% が1'1 色朽であった。 そして現{i::木村尚朽閣の土庁芸J二の diagnosis に利JJJ されている。 fllJ

K木材関朽fê<ìの修隈限時に関する {iJI:究は坂 n教授3) のシイタケ，浜田氏，)のナラタケ，富金bj〔

氏5) のワタグサレタケ， Norc1氏めの数種の官、ìI乙関するもの等がある。

著者等は約 40 .f:Æの木村fA-朽立iについてまi?益l試験を行い p そり PH の変化、ì(~びに司矧支の反応

を試験し，31...約 20 加について酸性帯地に於ける修酸集l'Ì't量を見た結果 111告遊荷fI:~委酸の集積と

Bavenc1amm 氏反応と一致するととを見たので此処に報告する。

実験

酸性培地に於ける←修限i1~秘と Bavenc1aamm 氏反応 CfD 炎)

~ì株林業試験場保設部菌類研究室より供与されたもの 39 Hl 

(1) 合成培養液

グルコーズ 5% ベプトン 0.5% KHzP04 0.05% KﾆP04 0.05% 

MgS仏 0.05% KCIO.05% FeS04 0.001% PH 5.2 
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吊養法: 1 ヶ月培養の馬鈴薯悲天上の菌糸 1 白金耳を上の培養液 10cc を入れた試験管に接

種し斜面に して 25 0C に 30 日間市養する。

分析法

移酸検出: 培養液 0.5~lcc を取り 10% 塩化カルシウム溶液 0 .5cc を加えアムモニヤ

で中和し 50% 硝酸を 1/5 呈1mえ暫時掴濁の有無を検する。

ずj性ゾ{ダ滴定量 2cc 宛取りフエノー Jレ フタ レン を用い N/10 苛性ソーダで:''ii苅定する。

(2 ) 合成惑天培養液

1-.と同じ組成の 2 % 寒天培養液を斜面にし 25 0C に 30 日間柿養 して約崎量の水を加え煮

沸して溶解し司劉交の検出をする。

(3) Bavendamm 氏反応試験法

0.1% タンニン酸含有の馬鈴薯寒天 CPH 5.0) 20cc をシヤ{レに取りその寒天上に腐ー朽菌

を移中r!I し 7 日目にその菌体の直径並びにそり|場陰性を観察する。 尚沿 7 EI 悶に不明瞭た ものは

2週間後再び検討する。

I 酸性培地に於ける穆酸集積量(第 2 表)

約 20 種の菌を濯び 300cc 三角フラスコに同様の培養液 100cc を取り馬鈴薯寒天 1 ヶ月埼

養の菌糸 1 白金耳を接種し 25 0C に 40 日間培養する。

菌休量:培養液を Ùið過しよく水洗した菌休を蒸気乾燥械で約 90~950C に 8 時間乾燥する。

残糖量:上の域差液 10cc について Bertrand 法で行う。

1~多面支集積量: 培養液の 10cc をとり アンモユヤで 「11来ii し 10鬼塩化カルシウム溶液 5--- 10cc

加えて後 50;'-6酷酸 1/5 量をカJlえ沈j殿を遠心分離し之を硫酸に溶かし N/10 KMnO. で滴定す

る。

諺酸の詰E1\fj: 埼養液を減圧濃縮し結晶を精製したものは m. p. 100~ 105 0 を示し純諺酸と

混融するも変化なく何れも Carletti 氏反応陽性を呈する。

E 塩基性上存地に於ける葎酸集積

菌株 カワラタケ Coriolus versicolar 

(1) CaC03 を加えた場合(第 3 表〕

前の埼地にき足酸カルシウム 5% を力11 え る。

菌休及び沈j殴を熱 5% 塩酸でよく洗いその一部を取り r腕交の定量を行う。

(2 )培養液が塩基性に傾いた場合(第4 表〉

i奇養液: グルコース 3% ， KH2P04, K~HP04 各 0.05% ， MgSO., KCl 各 0 . 03% ，

FeS04 0.001% の基礎;借地にぺプ トンを種々の濃度に加えた もの及び基礎晴地のグル コーズ

を|徐きペプトン 35'6 の無糖域地を 100cc 三角フラス コ l亡 30cc とる。

i苦養法並びに分析法は前に同じ。
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考察

1. 遊離修恨の1)ミ;h'切〉千円!l~を 10 n [11:正に試験したが略その Bavendamm 氏反応を」致す

る。即ち Bavondamm 氏反応陰性のもの 9 間五nはイIIJれも修肢を集秘し PH も概して著しく低

下するが防f士のもの 30 間約ji土シイタケが初旬訪日するのを除き修|慨を殆んど集積しない。 í，'，j:k

Bavendamm lí:;Iメ 1Iιが IIJJ らかに防性で、あるシイタケが少f止の遊離移酸を集'tHするととは此の

Tïîの附朽型が不明瞭であるととと二月に興叫;あるととである。

2. 酸性土}tïJ也で;ri多目交を 1(元日せや Bavendamm l~反応F品目;であるカワラタケの場合に於て 13

fI 11 には残務1出そがあり 1ii刻交の 1)~TH/土認められない。しかるに 25 [-1 [J には糖がなくなりぺプト

ン 1% 以上のhf地では PH が 5 以上にアルカリに flíì き fi~I'lítの1f~h'i iJ ~1 リ j らかに1、められた。 {I[

し炭素加がペプトンのみの勾合同]ち力!Ç;糖培地ではがjめから修般のf_{泊.'(Ii~ itlI，められた。此の場合

ベプトンから桜田交を*干11〈ずるものと )g えられる。 í，'，j;J;;-カワラタケは炭酸カルシウムをかi えた防

護液では修陵を 1t杭ずるつ且Ilち険性土庁地で遊離修酸を集干:Iiしないカワラタケも ql性附近に於て

は格肢を集もなする。 その後此のJ!;WI を irJf究 Ilf (J色朽j;Gîから強力な新ri多般分WMI手:ki7 ) を J良 lパ1'，

し，よれ等の関係を-}}究 IJI である。

結論

1. 木村出朽市î 39 般について限性貯地に於ける遊間r~ri矧交(/_) 14ともなのな加を，i九験したがそのra

の Bavendamm l\:反応と Pf作一致するととを認めた。

2. Bavendamm l\:反応防nのカワラタケも I!ft!:)]王塩J副主崎地では ii坊主をu掛け一る。 え

ペプトンのみを合むJrr~臓Jt1地からも修肢を集積する。

木研究実施に当り格kff仰十行、予を賜わった束}çl:J:Z. r1教J交，明ヨ|二教rx~l立び、に}岩の供与に与った林

業式験場保護部今関部長， 'f/I)'(王本i前五((Ù校閲を J!易った林業}試験J弘化学71目安心開店長に又実験の按

11)) を仰いだ任問[，;\1校嬢t乙 J:j.. く感謝の立を友します。

f，'，)台本lU.背は日本民主化学会東京支古[ltrÇ 110 1口l に於て発去したものである。
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Table 1 The accumulation of Oxalic acid in the aciclic medium 

and Bavendamm's reaction. 

(み'\1友酸性絹地に於ける修般民H，' と Bavendamm 氏以応)

Strain 

I rot 
Armillaria mellea I.~ 
ナラタヶ I >-< 

Armillaria jaρ0何ica
|日

ツキヨダケ|

|iL| 川 1.61 士 21 ~61 0.21 中|茶五両午~I---=­
|J:514朴いい 3.61 0. 5 1μ1 ;叫 1r~Ð 卜 ol

ut eY7で白川!心 1 15 ,1515 01 0.' I 'ι| 白色 lmm卜 2l
mヰアユヶ i 白 1 ~~21 14.61 ~61 ~Ol 0 1 良 i 白色|ナシト。!

?す附f?? 白 1 gt 1 1 4小1 0.1 1 良山J円-
ぐ!? yz;刊すヶ|白 lι1 1 4 . 6 1 士判 0.21 良 |白色 l ナシト 41

1 ワラ fcfM ヶ|白 if2| ト川 5.01 0 1 良|白色 l ナシトイー
シザヂS ヶ|白 1 ~t~51 1 4 . 8 1 士 01 ~Ol 0.4 巾|白色卜シ 1 4 . 01 + 

mf川11| 白 1 g:81 1 4 . 81~61 と 01 0 1 良 |白色 l ナシ 1 4 . 21 -
mmh| 白 1 ~甘 1 1 4 . 6[ 士 4阿τl 良|白色|ナシ|二仁
Fomitoρsis a抑制sa h 

マツノネグチタケ>-< l川計ι川7イ1 1川5ベイ恥い士?咋6
FOI舟itopsis ochroleuca I ,_" 

ウヅラタケ|同 | 計払川81 卜h 士 61 0.1イ| 忠 |ト梢附淀服刷灰陥色|梢糊褐色4心|卜ト4“61 一
Fomitoρszs ρi抑icola I 
'y ガサ}~ノコシカケ l

Fomitoρsis rhodoPhaeal 
ベヅコウタケ|

Fo問ito台sis sp. 

Grifola frodosa I 
マヒタケ|

椀 1 3 I 中 Bイ什判lいい什川:土γ川:グイ41 ~γけ21 2.21 良 | 白 色1 ナシ 1 1.61 + 

白 lf!71 卜件土81 0.1 1 良 lzdl ブシトイ­
褐 ~51 -14.2/ ~81 ァ/ 0.6/ 中 !白色 l テシ 1 2 . 4イ|十

? 白叶l 川 |川4.4ベ41 雪~21い士21卜一Oω叶3イ|稿悪咋|ト白 色匝ド円'I-=-
ゴ M叩アS ケ'r l 白 |川!?件 1 1卜5.01卜4 Bi卜4.8イI 0ぺ| 良 l 税献悶灰阻色 lド稀椴閑葉艶色~14.6イl -

ぺγaCヤ? タ ケイ| 白叶| 計九叫51 1卜4.61い士 41い川士子オ21 0.3中|ト良シメ Jル伊レ
似J仇6守γ刊刊匂匂句z目2 ケ! 白 l R九川31 1卜4.8イ|い士叶 o 1 良 |白 色| 十シ 15.0[ -
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lFj:内:hiizi[:::i:642211E
褐|こ0\ 三5\5 川士4\ 0.1 1 蹴ム\ ¥ 1 3 . 8ト
白 \ ;~8) [ 4 川オ 0.1 1 中!茶色 l ナシ 1 4-21 -
白\ iH~s\ \4.61 士 4\ ~41 0.1 \稽思 l 茶拠|ぺ 4.41

41 努力セヴヶ|白\ ;t~日\ \4 いい6\ 0.1 \良[闘色|褐ß ¥4-2i 
リプケ2 ヶ) 8 1 州 ¥s.o¥ ~6\ 士 4\ 0.1 ¥ 良 |白色|叶4-81

??。???h| 白 |151 トイオ士2[ 001 I 白色 l ナシ\ 500 ¥ ¥ 

セfrfmサ!白\ ~ ¥ \ 5001 士 6\ ~6) 0 1 ) 良 |白色 i ナシ\ 408 1
視|叶 ¥406¥ ~8i ~8\ L5¥ 悪|白色 i ナシトイト
白\ ~71 卜判士6\ 0 I 中|白色|ナシ 1 5 0\

01l 副司 卜 oJ44601 良[白色トイ 1021 + 

刑七匂げ褐|叶 14.8¥ ~8\ ~21 0.6\ 良|地|難巴卜 8\ 十
白|よ3\ ;+ \4.4\ と 81 ~oi 002 中 l 糊色|ナシ |42l-

l~Ht ¥ 卜 2\ 士 2\ オ 002\ 中|寅組問ßI 4.41 一
白 I ~~2\ 卜 o| と 0; ~4\ 0.1 \稀思|白色|ナシ\4.4\
掲 l h| 146hh110| 梢惑 1 褐色 i ナシ 1 204\ + 

白\ ~ ¥ \4.4\3 十 0\ 002\ 良|関|拠 1 402\
褐\ ;-1 ¥404¥ ~3\ ~81 LS\ 良|白色|叶 261 十

一ロ竹Gヶ|判明。 1 ¥408¥4.614.61 0.1 I 川悦悼1 4.41
自 !ι\ \4.6\4 什 0.1 \良|白色|椴色トイー

川三61叶川61 3.1 1 中岡山 I ト

Strain 

Phaeolus Schtι einitzii I 
カイメンタケ i

Phellinus Hartigii 
モミサルノコシカケ|

Phellinus (志向iarius
キコブ‘タヶ i

Piptoporus betulinus I 
カンノミタケ|

Pleurotus sρodoleucus I 
カンダ、ケ|

Steγ側m fasciatum 
チヤウロコタケ i

Steγ倒m hiγsutum 1 _, 
キウロコタケ !H

s… sa昭tMMml
Trametes albidαl 
ヒメシロアミタケ|

Trametes cinnabαγi抗al
シユタケ|

Trametes D凶nsii I 

ホウログタケ|

ω

ケ
一
四
ケ

。
，

-
n
ι

U

一
例
タ

仰
タ
一
側
ン

ρ

一
品
メ

s

フ
一

5

M

一

α
ィ

m
キ
一
仰
カ

n
u

一

A
U

ゲ
'
一

f

ロ

乃
ヤ
一
乃
ジ
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Table H The amount of the accumulated oxalic acid in the 

(tf~ 2 夫木材1官朽jt，îによるグルコーズ

Strain 

Coriolus polyzonus 
キツネカワラタケ

Corti四百llus Berkeleyanus I 
シイタケ l

POγia 匂apoγιγial
ワタグサレタケ i

S伽eum fas仰tung l 白
チヤウロコタケ l H 

Stereum frustolosum 
カタウロコタヶ|白

白

ケ
一
ケ
一
。

一

n

m
タ
一

M

ル
一

d
タ

叫
コ
一
昨

S

一
刀

グ
一

-
z

.
，b

一

P
し

問
ロ
一
物
ュ

仰
ウ
一
則

f

一

a

,
u-v' 町
山
キ
一
子
シ

Tramefes sanginea 
ヒイロタ

0.128 
0.172 

0.402 
0.356 

0.195 
0.256 

0.112 
0.086 

0.042 
0.021 

0.251 
0.289 

0.556 
0.514 

0.304 
0.295 

0.345 
0.410 

0.185 
0.133 

0.336 
0.283 

0.106 
0.102 

0.241 
0.262 

N/lONaOI-I 

cC/l0CC 

1.0 
1.3 

0 
0 

1.8 
1.3 

0.1 
0.1 

0.2 
0.2 

16.0 
11.8 

2.1 
2.1 

0.1 
0.2 

0.2 
0.0 

44.5 

45.5 

1.9 
0.8 

2.8 
1.1 

2.0 
1.3 

1.8 
1.3 

2.5 
2.8 

1.7 
1.7 

7.2 
6.0 

o 5 
0.3 

8.1 

7.2 
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glucose-peptone medium by the wood-dccaying fungi. 

ペプトン崎養液に於ける移酸!t砧是)

123 

i 戸ハハ |ハド I Oxalic 
N/lﾜKMnO'I: t7lUcose g/lωcc I uxa山 acid

吋10CCResidual|c…eJ gtcc li袋詰

0 122  lffiJ3i 二|白
l:;itzll:?;lrz;1116 1 

;|;:;iltz j;| 二(白

15 .6 i 3.74 1. 26 I O. 631 I 5 . 63 白色叉ハトリノコイロ
1.6 I 3.92 1.08 I 0.469 I 4.59 I Cartridge Buff 

2.3 4.72 0.28 I 0.082 I 1.95 
2.14.09 0.91 I 0.075 I 3.57 

o 4. 10 0 . 90 0 I - 澄燈黄色(キンチヤ)
1 ・ 8 1.12 0 1 ー Raw Sienna 

o 4 ,09 0.91 I 0 I 叩!
| 0:95 I 0 I I 白樺色 Seoshellpink 

if lL211:313:ぉ irz?| 怪黄色 町rom
3 i  i:7212認 I g I 二|

2.0 3.ω 1. 40 I 0.081 I 0.21 
2.3 3.81 1.19 0.082 I 0.28 

2: ; ::お | 主主 l riii| ;:Z 

11237i;:認 I g 1 = 
8.0 4.30 0.70 1 0.320 I 3.36 

3.83 I 1.17 1 0.270 I 3 白

Colour of mycelium 

白 色

色

白 色

色

日 色

白 色

43.9 
44.7 白 色

白 色

u
m

シ
一
泡
シ
一
シ
一
シ
舵
シ
シ
シ
色
一
一

0
5
H

池
内
ほ
一
司
令
、
一
-
一
一

ω
E

耐
ナ
一
附
ナ
一
ナ
一
ナ
俳
ナ
ナ
ナ
賞
一

1 Ult?H~--~平色 Warm Buff I 一

同~矧色 Cham山 i

l 淡師向色 Avellan 又 1
1 円白色 I :荷受色

|濃難色(コガラシ色) 1 
Mars yellow Il翼手湘色

i 白 色 1 梢褐色
i 渡郡色(タイシ判ロ) Cinna. I 
mon Rufons 叉ノ、ダイダイ色 l 獲後赤色

i-… 
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Table m The amount of the accumulated oxalic acid by Coriolus 

versicolor in the glucoseゃeptone medium with CaCOa. 

(江~3 表 !長酸カ Jレシウム添加グルコ{ズペプトン培地に於けるカワラタケむ花隈集積長)

Strain 
9ry we~~ht I Glucose g!1∞cc!omliCMd|omlicddig 

1 of mycelium -一一一一一一一一一一一一一 ~~U，'.";~U~'U dry weight of 
i ~ï~∞cc I Residual 1 Consumed g! 100cc _. ~y'~~ir~~ 

Coriolus versicolor 
カワラタケ

10254 ー・ 19 1 川 0.382 1.503 
0.200 1 3.52 1.47 0.472 2.360 

Table lV The amount of the accumulated oxalic acid by Coriolus 

versicolor on 13th and 25th days. 

(第 4 表 13 11 fj及び 25 日 I1 に於けるカワラタケの持酸集杭量)

13 days 25 days 

Culture 

Peptone 0 イ 2tjlj;:;l 13lj jHg  11 叫:1311
W05%liJjilljzl;jt ljjjl:l:ll; ド:11|;
0跡 lイ :J5l iJ1l ijzljjjlg Ii1lilL11lj  

竺空2272[iJEij;!日;iijllfJjJJlTJ

…明| 0.457 。

ltil 
0.422 0.26 1 3.24 4.8 。 5.1 1 0.243 
0.389 0.00 1 3.50 4.6 

0.405 
013|337141 

。 。

I62| 
5.4 0.243 

Peptone 2% 0.106 0.19 1 3.31 1 4.6 。 。 6.7 6.0 0.270 
0.422 0.41 己 .09 I 4.6 。

0.510 0.90 2.60 4.6 。 。 7.6 9.5 0.427 
Pepton巴 3% 0.371 1.25 1.25 4.6 。 。 。 7.0 7.5 0.337 

0.430 0.56 2.92 5.0 。 。

0.192 2, 30 。 。 。 5.8 8.2 0.369 
Pepton巴 0.242 2.10 1.40 I 5.0 。 。 。 5.4 10.3 0.463 

0.180 2.45 1.05 I 5.0 。 。

Peptone g3a%r)| | 
0.067 5.6 3.5 0.157 。

lii| 
0.056 5.6 4.0 0.180 。 6.0 1 0.270 (with 00 su 0.062 5.6 4.2 0.189 
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The authors studiec1 the accumulation of oxalic acic1 in the culture medium 
by using 39 species of wood decaying fungi and found that the brown-rot fungi, 
which show the negative Bavendamm's reaction , can accumulate free oxalic 
acid in the acidic medium, whereas the most of white-rot fungi , which show 
the positive reaction , can not accumulate free oxalic acid. But in the alkaline 
or neutraI medium Cori.olus versicolor , a vrhite-rot fungus , can accumulate 
oxalate. 

Later one of the author , H. Shimazono, found a new enzyme which decomｭ
poses oxalic acid and is studying the relatioLships between the enzymic action 
and th巴 accumulation of oxalic acid. 


